
総合人文科学研究センター研究部門  

現代社会における「想像力」の総合的研究  

 

2021 年度第 4 回研究会の報告 

 

日時：2021 年 12 月 19 日（日）16 時 00 分から 18 時 00 分  

方法：Zoom 使用によるオンライン形式  

 

このたびの「想像力」研究 2021 年度第 4 回研究会は、「人種の境界をめぐる想像力：日

本における「純血」／「混血」」との総合タイトルのもと公開で開催し、学内外から 20 名

程度の参加者を得た。報告者は 2 名であり、第 1 報告の竹内 愛子氏（招聘研究員、コチ大

学）は、「雑婚なき同化：米国日系移民排斥運動を背景に想像／創造された民族の境界」と

いう題目のもと、日本人の「白人性」が否定され「純血」が求められた米国と日系移民コミ

ュニティの議論を、第二報告の有賀ゆうアニース氏（東京大学大学院学際情報学府）は「「混

血児」をめぐる人種的想像力と教育権の限界：神奈川県における入学拒否事件をめぐって」

という題目のもと、戦後日本で「混血児」の地元小学校への入学を拒否する論理とその後の

経験を分析した。コーディネイターは豊田真穂が担当し、両氏の議論を通して戦前〜戦後の

日本における「純血」／「混血」という人種の境界線をつくり出す想像力を考察することを

目的とした。（豊田真穂 記） 

 

第１報告の竹内愛子は、20 世紀初頭のアメリカ合衆国において、日系米国人への人種差

別の歴史の中で「想像」された民族意識を検証した。特に、1922 年における最高裁のオザ

ワ判決と、異人種間結婚禁止法において、日本人が「モンゴル人種」の中に編入され、白人

との境界が明確化されていった過程を追った。当時日系人の間では、日本人の民族起源説や

雑婚の可能性は比較的「想像力」に富む発想が多く見られた。ところが、アメリカの法律で

は、日系人を人種的に「同化不能」かつ「帰化不能」な外国人と定義することで「科学的」

根拠基づいて排斥するようになった。 

本報告への質疑応答の中では、小澤の掲げるアメリカ主義とアメリカにおける多文化主

義との関連性、日本における優生学者による雑婚議論、戦前における日本の単一民族神話形

成の可能性など、多岐に渡って議論が交わされた。（竹内愛子氏 記） 

 

第 2 報告の有賀ゆうアニースは、1950 年代神奈川県で起きた「黒人混血児」入学拒否事

件を事例として、法的身分としての「日本人」と人種としての「日本人」の一致を想定する

人種主義的規範にもとづいて「混血児」の教育権が否認されたこと、またそれが児童福祉・

教育内容・労働市場上等の不平等に結びつくことで当事者の生活史を重層的に規定してき

たことを明らかにした。報告を受けて、「混血児」への差別においてジェンダーと人種の交



差がいかなる意味を有していたのか、マジョリティとしての「日本人」の権益をいかに考察

するのか、「混血児」救済における宗教の論理をどう捉えるのかといった点について活発な

質疑が交わされた。（有賀ゆうアニース 記） 


